


ページ1

まっしろなばしょに、
まっくろなネコがやってきました。
まっくろなネコのなまえは"クロ"です。
クロはあるきはじめました。



ページ2

しばらくあるくと、
オレンジいろのたいようが
「こんにちは」と、かおをだしました。
クロは、なんだかげんきになりました。



ページ3

しばらくあるくと、ミドリいろのおおきなモリがあらわれました。
クロはおおきなこえで、「おじゃまします」といいました。
おおきなモリは「どうぞ」といいました。
クロはげんきにあいさつしたのできもちがいいなあとおもいました。



ページ4

モリのなかにはいると、ムラサキいろのきれいなハナと
キミドリいろのおおきなハッパがいっぱいありました。
クロはなんだかうっとりしました。



ページ5

ハッパのうえにアカいろがかわいい
テントウムシさんがいました。
クロはテントウムシさんといっしょに、
あるきはじめました。
クロはトモダチができてうれしいなあとおもいました。



ページ6

おおきなモリがちいさくなるまであるいていると、
キいろのおうちがありました。



ページ7

キいろのおうちをよこぎろうとすると、
キいろのおうちから、キいろいおじさんがでてきて、
「おなかがすいていないかい」、といいました。
クロとテントウムシさんは、「おなかがすいた」、といいました。
するとキいろいおじさんはキいろのおいしそうなバナナをくれました。
クロたちはおいしくてたのしくなりました。



ページ8

クロとテントウムシさんはたくさんあるきました。
みちのとちゅうで、アオいろのおうちのアオいおじさんに
クロのカオぐらいのアオいサカナをもらいました。
チャいろのおうちのチャいろいおじさんには、チャいろのパンをもらいました。
クロたちはしんせつにしてもらって、ありがとうとおもいました。



ページ9

クロとおなじいろのクロいろのおうちをこえたあたりで、
そらもクロとおなじイロになりました。



ページ10

まっくろなところでクロのメはひかっていました。
いろイロなことをおもいだしてひかっていました。



ページ11

クロとテントウムシさんはいっぱいあるいてつかれたので、
「おやすみ」といいました。
あしたはどこにいこうかといろイロかんがえながらねむりました。


